
23　                     November 2011

NOVEMBER 2011

　

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
デ

バ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る
医
療
機
器
に
お
い
て
、世

界
で
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
テ
ル
モ
株
式
会
社
。こ

の
９
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
同
社
と
協
働
し
初
の
官

民
連
携
研
修
を
実
施
。循
環
器
医
療
に
力
を

入
れ
る
メ
キ
シ
コ
の
病
院
か
ら
５
人
の
若
手
医

師
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

近
年
、メ
キ
シ
コ
で
は「
虚
血
性
心
疾
患
」※

に
よ
る
死
亡
者
数
が
増
加
し
、死
因
の
第
２
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
疾
患
の
主
な
治
療
法

は
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
医
療
用
の
管
を
使
っ
て

血
流
を
改
善
さ
せ
る「
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
」。し

か
し
同
国
で
は
、長
い
手
術
時
間
を
要
す
る
太

も
も
の
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
方

法
が
一
般
的
で
、患
者
に
は
身
体
的
・
金
銭
的

に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
日

本
で
は
、手
首
の
血
管
か
ら
挿
入
す
る「
Ｔ
Ｒ

Ｉ
法
」が
主
流
。
合
併
症
の
危
険
性
も
低
く
、

入
院
期
間
が
短
い
た
め
金
銭
的
負
担
が
小
さ
い

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、ア
ク
セ
ス
デ
バ
イ
ス
の

製
造
に
強
い
テ
ル
モ
と
と
も
に「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
法
」を

メ
キ
シ
コ
に
伝
え
る
こ
と
に
。治
療
現
場
の
視

察
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。研
修
員
の
サ
ン
ド
バ
ル
さ
ん
は
、

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
法
の
効
率
性
や
安
全
性
を
実
感
で
き

た
」と
話
し
て
い
ま
す
。

※
心
臓
に
血
液
を
送
る
血
管
が
何
ら
か
の
原
因
で
詰
ま

り
、心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
維
持
で
き
な
く
な
る
疾
患
。

02医療機器メーカーのテルモと初の官民連携研修

03「JICA理事長表彰」に24人・4団体・5事業が選ばれる

　

10
月
１
日
・
２
日
に
、外
務
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
）の
共
催
で「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
１
」が
東
京
・
日
比
谷
公
園
で

開
催
さ
れ
、２
日
間
で
約
11
万
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、「
絆̶

私
た
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
る

世
界
は
日
本
と
と
も
に
。日
本
は
世
界
と
と
も

に
。」が
テ
ー
マ
。東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
日
本
に
対
し
、開
発
途
上
国
を
含
め
た
世

界
各
国
の
子
ど
も
た
ち
が〝
絆
〞を
テ
ー
マ
に
描

い
た
絵
や
日
本
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、途
上
国
で

行
っ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
ほ
か
、国
際
協
力
に
関
す
る
ク
イ
ズ

や
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
、Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の

理
解
を
訴
え
ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、国
連

開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
昨
年

７
月
に
立
ち
上
げ
た「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た「
外
務

省
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
座
談
会
ブ
ー
ス
」も
あ
り
、国
際

協
力
に
関
心
が
高
い
学
生
な
ど
多
く
の
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、１
日
に
は「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
モ
デ
ル
の
道
端

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
が
登
場
し
、９
月
に
訪
れ
た
ネ
パ

ー
ル
視
察
に
つ
い
て
報
告
。学
校
を
保
健
活
動

の
場
と
し
て
利
用
し
住
民
の
健
康
改
善
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、果
樹
園
の
生
産
性
向

上
を
支
援
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
現

場
を
訪
れ
た
道
端
さ
ん
は
、「
途
上
国
で
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
る
自
分
と
同
世
代
の
協

力
隊
員
た
ち
の
情
熱
に
驚
き
ま
し
た
」と
話
し

ま
し
た
。

　

２
日
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」代
表
理
事
の
桑
山
紀
彦

さ
ん
に
よ
る
歌
と
語
り「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ『
東

日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
』版
」を
開
催
。東

日
本
大
震
災
で
自
身
も
宮
城
県
名
取
市
で
被

災
し
た
桑
山
さ
ん
は
、「
震
災
発
生
か
ら
半
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
被
災
地
に
関

心
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」と
客
席
に
訴
え
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長

表
彰
の
表
彰
式
が
10
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、

個
人
部
門
で
３
人
、事
業
部
門
で
５
事
業
が

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

個
人
部
門
で
受
賞
と
な
っ
た
の
は
、東
京
工

業
大
学
大
学
院
の
原
科
幸
彦
教
授
、青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
遠
藤
弓
人
さ
ん
、シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楠
川
富
子
さ
ん
。原
科
教

授
は
、環
境
計
画
や
環
境
政
策
の
策
定
方
法

論
に
関
す
る
日
本
の
第
一
人
者
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の「
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
策
定

に
大
き
く
貢
献
。
看
護
師
の
遠
藤
さ
ん
は
セ

ネ
ガ
ル
で
マ
ラ
リ
ア
予
防
に
取
り
組
み
、活
動

先
の
村
で
死
者
数
・
罹
患
者
数
と
も
に
激
減

さ
せ
て
い
ま
す
。カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
中
の
楠

川
さ
ん
は
、看
護
管
理
体
制
づ
く
り
を
推
進
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、昨
年
シ
ハ
モ
ニ
国
王

と
フ
ン・セ
ン
首
相
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
、事
業
部
門
で
は
、特
定
非
営
利
活

動
法
人
ソ
ム
ニ
ー
ド
が
実
施
し
た
草
の
根
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
地
域
住
民
主
導
に
よ

る
小
規
模
流
域
管
理（
マ
イ
ク
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ェ
ッ
ド
・マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）と
森
林
再
生
を

通
し
た
共
有
資
源
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
」な
ど
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
感
謝
賞
」に
つ

い
て
は
、国
際
緊
急
援
助
隊
や
研
修
事
業
な

ど
を
通
じ
て
国
内
外
の
災
害
や
防
災
対
策
へ

長
年
支
援
を
行
っ
て
き
た
兵
庫
県
国
際
交
流

協
会
の
齋
藤
富
雄
理
事
長
を
は
じ
め
、21
人
・

４
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
緒
方
貞
子
理
事
長
は
、東
日
本

大
震
災
で
途
上
国
を
含
む
多
く
の
国
・
地
域

か
ら
支
援
を
受
け
た
こ
と
に
触
れ
、「
国
際
協

力
の
存
在
意
義
を
再
確
認
し
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。協
力
の
最
前
線
で
の
献
身

的
な
ご
協
力
と
ご
尽
力
に
は
、心
か
ら
感
謝

と
敬
意
の
念
を
表
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ２０１１」開催 01

国際協力を身近に感じてもらえるよう、工夫を凝らしたJICA
ブース。2日とも多くの人でにぎわっていた

メインステージで行われたトークセッションでネパール視察を
報告する道端ジェシカさん（中央）と、フリーキャスターの伊藤
聡子さん、JICA南アジア部の市口知英課長

模型を使い、手首の血管からカテーテ
ルを挿入するメキシコ人医師


